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（学位論文審査結果の要旨）  

Recombinant Ag85B vaccine by taking advantage of characteristics of 

human parainfluenza type 2 virus vector showed Mycobacteria -specific 

immune responses by intranasal immunization  

 

ウイルスベクターは、適切な抗原特異的免疫応答を誘導することを期待できる

ワクチン候補である。結核菌は、通常、肺の粘膜面を介して宿主に侵入するため、

結核菌に対する最良の防御方法は、全身および粘膜免疫の両方を誘導しうる粘膜

ワクチンである。BCG が唯一の認可された結核ワクチンであるが、成人の肺結核

に対する効果は一定していない。本研究で、著者らは、組み換えヒトパラインフ

ルエンザ２型ウイルス（rhPIV2）をワクチンベクターとして使用した新規結核粘

膜ワクチンの効果を BALB/c マウスにて評価した。 Ag85B を発現する非増殖性

rhPIV2（ M 遺伝子欠損）（rhPIV2-Ag85B）は、リバースジェネティクス法で作製

された。rhPIV2-Ag85B の経鼻投与により結核特異的な免疫応答が誘導され、ワク

チン接種マウスでは肺および脾臓での結核菌量が減少していることが示された。

他のワクチンベクターと違い、rhPIV2-Ag85B を免疫して誘導された Ag85B に対す

る免疫応答は、ウイルスベクターそのものに対する免疫を凌駕していた。さらに、

rhPIV2-Ag85B それ自体に retinoic acid-inducible gene I receptor (RIG-I)を

介したアジュバント活性があることが示された。rhPIV2-Ag85B が新規結核ワクチ

ンとなる可能性があることを示した論文であり、学術上極めて有益であり、学位

論文として価値のあるものと認めた。  
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